
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

空家の持主に空家バンクへ登録してもらい、新たな入居者との仲介を行うことで、他地域からの人口流入を葉かる。

地域の農産物をふるさと応援寄付金のお礼の品として設定することで、農産物のブランディングや、売り先の安定化、販売量の底上げを通じて、安定した農業経営が見込める様にする
ことで、新規に就農する際の障壁の減少を図る。

担い手規模拡大推進事業

有りの場合その具体的内容

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     )
事業を引き続き実施することで、目標は概ね達成される見込みだが、事業の当初計画時の状況と現在の社会状況と若干の齟齬があることから計画内容の変
更を行う。

     令和５年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  )
昨今の人件費や材料費の高騰を反映し、当初の予定期間内に事業を完了するため、関連事業費の増額を要望する。

新規就農者や認定農業者を支援する
新規就農する若者向けに、農業次世代人材投資資金による支援を行ったり、新規就農者の農機具等購入をサポートするアグリサポート事業、認定農業者に対する経営継承・発展等
支援事業を行っている。

　　 有りの場合の増減額　　　　　40,295千円

指標
総数

達成
数

当初計画に対して、比較的順調に進行している。R4年度より処理場の建設が開始することから、引き続き、計画に則した整備を目指していく。

事業の進捗状況に関する評価

R2 2,695人 R6 ×

人件費や材料費の高騰に伴う事業費の増額計上
・令和５年度の事業費
　　　認定時２０９，５７０千円→見直し後２９５，９０６千円［８６，３３６千円（うち交付金４３，１６８千円）増］
　・総事業費
　　　認定時１，２５４，８５０千円→見直し後１，３３６，８２２千円［８１，９７２千円増（うち中間評価結果を反映した額０千円（うち交付金４０，２９５千円）増］

⑦今後の方針等に対する
対応

⑥今後の方針等

③評価方法 企画委員会を開催し、中間目標値の実現状況に関する評価・検討等を行った。

④中間評価の公表方法

⑤計画全体の総合評価

中間評価結果の反映状況

町広報及びHPにて公表

概ね順調な進捗状況であり、引き続き遅滞の無い様実施していく。
昨今の人件費や材料費の高騰を踏まえ事業計画の見直しを行う。
なお、指標3については、現時点で目標達成の見込みが厳しい状況にあるが、少しでも農業人口減少に歯止めがかかるよう、引き続き地域再生計画の事業展開を図っていくものである。

特別措置を適用して行う
事業

農業集落排水事業　旭町・星の宮地区

管路　9240ｍ
マンホールポン

プ　5箇所
処理場　1箇所

管路　3460ｍ

その他の事業

計画外で独自に実施した
事業

空家対策事業 空家バンクによる定住促進を計る

②事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

計画
中間年度
（R2）

浄化槽（個人設置型） 浄化槽　150基 浄化槽　29基浄化槽　150基

管路　9240ｍ
マンホールポン

プ　5箇所
処理場　1箇所

当初計画に対して申請基数がやや下回っている。広報による浄化槽設置整備費補助制度の周知や単独処理浄化槽の利用者宛て通知を送付し、合併処理浄化槽への転換を促す。

農家人口の高齢化に歯止めが効かず、現状の目標は達成が難しい見込みである。

最終実績
見込み

3,324人

中間評価
基準値 中間目標値

H30

指標３ 農家人口減少の抑制 3,406人 H30 3,368人

単独処理浄化槽使用人口の減少

中間目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度

最終目標値
達成状況

地域再生計画（地方創生汚水処理施設整備推進交付金）中間評価調書

栃木県 壬生町

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標

R2指標１ 町人口減少の抑制 39597.0%

次の未来へ「甦れ清流」ふるさとみぶ再生計画

平成31年度～令和5年度 壬生町　建設部長　大垣　成仙

H30 1,517人 R2 1,498人 1,367人

3

現時点で中間目標値は達成している。最終目標に向けて引き続き実施していく。

指標１ 汚水処理人口普及率の向上 91.2% H30 91.7%

1,607人

2 現時点で中間目標値は達成しており、最終目標に向けて引き続き実施していく。

指標２

ふるさと応援寄付金
ふるさと応援寄付金のお礼として地域

の農産物等を利用する

R2 91.9% 94.6% R6 〇

R6 〇


